
６月定例会開催　�������� ２－３
一般質問　９人の議員が登壇���� ４－８
　　保育行政について
　　地域のDX化の取組みについて
　　災害時の避難対応について
　　交通安全教育とシニアカー取り扱い理解向上について
　　雷滝トイレ整備と観光施設の冬季閉鎖について
　　公文書の保存と公開について
　　一般県道宮村湯田中停車場線について
　　村民ホールの利用推進を
　　給付型奨学金の導入による

定住促進、人口減対策について　　他
高山中学校３年生が議会を傍聴しました��� ９
「議会と村づくりを語る会」開催報告��� 10 － 11
議会活性化特別委員会報告�� �� 12 － 13
常任委員会視察研修報告�� ��� 14 － 15
わたしの声�� ������������ 16

たくさんの皆さんにご参加いただきました！
村民の皆さんと課題を共有できる貴重な機会
になりました！

議会報告会「議会と村づくりを語る会」
開催しました！

快晴のもと、消防技術大会に替わる訓練と写生会が行われました。快晴のもと、消防技術大会に替わる訓練と写生会が行われました。
子ども達も消防車の絵を描いたり、消火体験をしたりと楽しんでいました。子ども達も消防車の絵を描いたり、消火体験をしたりと楽しんでいました。

143号
2023年７月25日

発行／高山村議会
発行責任者／西原　澄夫
編集／議会報編集特別委員会

志賀高原
ユネスコ
エコパーク



［2］ 143143号号

物価高騰の影響を受けた低所得世帯支援金など

令和５年度予算総額45億8405万円（補正後）

5087万１千円の追加予算

６月定例会

令
和
５
年
第
２
回
６
月
定
例
会
は
６
月
１
日
か
ら
９
日
ま
で
の
９
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
し
た
条
例
の
承
認
２
件
、
専
決
予
算
の
承
認
３
件
、
農
業
委
員
の
任
命
同
意
１
件
、
財
産

の
取
得
３
件
、
条
例
改
正
２
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
３
件
が
あ
り
、
す

べ
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
９
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
政
の
課
題
な
ど
に

つ
い
て
18
件
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

財
産
取
得

●
財
産
の
取
得

８
ｔ
級
除
雪
ド
ー
ザ
ー
の

取
得

　

冬
期
間
の
生
活
道
路
を
確

保
の
た
め
に
必
要
な
除
雪

ド
ー
ザ
ー
を
取
得
し
ま
す
。

　

冬
期
間
の
生
活
道

路
を
確
保
の
た
め
に

必
要
な
凍
結
防
止
剤

散
布
及
び
除
排
雪
作

業
ダ
ン
プ
を
取
得
し

ま
す
。

　

地
域
営
農
支
援
事

業
と
し
て
麦
や
大
豆

の
収
穫
を
す
る
た
め

の
コ
ン
バ
イ
ン
を
取

得
し
ま
す
。

凍
結
防
止
剤
散
布
・

除
排
雪
作
業
ダ
ン
プ
の
取
得

コ
ン
バ
イ
ン
の
取
得

●
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

任
期
満
了
に
よ
り
、
新
た
に

14
名
の
方
々
に
任
命
す
る
同
意

を
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
本
年
７
月
よ
り
３
年

間
で
す
。

　

梨
本　

律
子
（
堀
之
内
）

　

小
渕　

一
弥
（
水　

中
）

　

西
澤　

堅
治
（
久　

保
）

　

東
方
巳
治
郎
（
荒
井
原
）

　

松
本　

修
一
（　

紫　

）

　

黒
岩　
　

稔
（
二
ツ
石
）

　

黒
岩　

美
信
（　

牧　

）

　

水
橋　

久
人
（
桝　

形
）

　

堀
江
繫
太
郎
（
中　

原
）

　

篠
原　
　

豊
（
三　

郷
）

　

藤
沢　
　

勉
（
宮　

関
）

　

宮
川　

仁
司
（
蕨　

平
）

　

小
出　

和
美
（
荒
井
原
）

　

黒
岩　

由
美
（　

牧　

）
（
敬
称
略
）

1,257 万 3 千円

同　

意

434 万 5 千円838 万 2 千円



［3］ ［2］令和５年７月 25日　発行

議案に対する各議員の賛否結果（○賛成 /●反対）

議案に使われる用語のこと

議　　　　案　　　　名 表決
結果

久
保
田 

雄
吉

勝
山
正
弘

滝
澤　

聖

梨
本　

進

沖
島
祥
介

髙
井
央
葉

黒
岩
清
道

湯
本
辰
雄

松
本　

茂

山
嵜
秀
治

柴
田
弘
男

西
原
澄
夫

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

案

専決処分した条例の承認を求めることについて（村税条例の一部を改正する条例）
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：軽自動車税の本年３月末としていた臨時的軽減措置を本年 12 月末日まで９か

月間延長する

専決処分した条例の承認を求めることについて（職員の特殊勤務手当に関する条例の
一部を改正する条例）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
概要：新型コロナウイルス感染症に関する診察業務等を行う医師や看護師への特殊勤

務手当を５月７日で廃止

専決予算の承認を求めることについて（令和４年度高山村一般会計補正予算（第８号））
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

概要：令和４年度の交付税等の確定による増額他

専決予算の承認を求めることについて（令和４年度高山村温泉開発事業特別会計補正
予算（第５号））

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
概要：森林スポーツ公園温泉給湯事業源泉ポンプ故障のための修繕費として 535

万７千円を支出

専決予算の承認を求めることについて（令和５年度高山村一般会計補正予算（第１号））
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：低所得子育て世帯生活支援特別給付金、新型コロナウイルスワクチン等接種体

制確保事業等の増加

農業委員の任命につき同意を求める
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

概要：新農業委員会委員として 14 名の方々の任命の同意の議決

財産（除雪ドーザ）の取得
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

概要：冬期間の生活道路を確保のために必要な除雪ドーザの取得に関する議決

財産（凍結防止剤散布及び除排雪作業ダンプ）の取得
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：冬期間の生活道路を確保のために必要な凍結防止剤散布及び除排雪作業ダンプ

の取得に関する議決

財産（コンバイン）の取得
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

概要：地域営農支援事業として麦や大豆の収穫するためのコンバインの取得に関する議決

村税条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○

概要：森林環境税として個人住民税均等割と併せて１人年額１千円を徴収する

高山村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部
を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
概要：こども家庭庁新設に伴う一部改正

令和５年度高山村一般会計補正予算（第２号）
可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○概要：物価高騰の影響を受け住民税非課税世帯に対する国の地方創生臨時交付金によ

る低所得世帯支援金や新型コロナウイルスワクチン等接種事業のための増額他

令和５年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第１号）
可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

概要：奥山田温泉の起債元金の繰り上げ償還のための増額

令和５年度高山村上水道事業会計補正予算（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

概要：建設改良費及び久保水中間配水管布設工事の設計と資材高騰による増額

陳　
　

情

「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書」採択を求める陳情書
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

概要：陳情者＝長野県教職員組合 高山単組　付託委員会＝総務文教常任委員会

「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書」採択を求める陳情書
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

概要：陳情者＝長野県教職員組合 高山単組　付託委員会＝総務文教常任委員会

発　
　

議

さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：どの子にもゆきとどいた教育をするために、さらなる少人数学級推進と教育予

算の増額と複式学級の学級定員の引き下げ

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：教育の機会均等とその水準の維持向上のために必要不可欠な義務教育費国庫負

担制度を堅持し、負担率を２分の１に復元するなどの拡充

【専決処分】
地方公共団体の議会の権限に属する事項を、所定の要件の下で、その地方公共団体
の長が議会の議決を経ることなく決することのできる処分のこと。

【地方債（起債）】
地方公共団体の債務で、償還までが一会計年度を超えるものをさす。また地方公共
団体が、財政資金や事業資金を調達するために債券を発行することを起債という。

【繰上償還】
借り入れた地方債の全部または一部を、返済する期限を繰り上げて返済すること。
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山 嵜  秀 治山 嵜  秀 治   議 員議 員

入
学
祝
い
金
の
増
額
で
、保
護
者
負
担
の
カ
バ
ー
を

　
　

学
校
の
納
入
金

以
外
に
も
、
保
護
者

に
は
、
制
服
や
カ
バ

ン
な
ど
が
必
要
と
な

り
家
計
に
重
い
負
担

が
あ
る
。
当
面
入
学

祝
い
金
を
１
万
円
か

ら
大
幅
に
増
額
し
て
保
護
者
負
担

を
カ
バ
ー
す
べ
き
で
な
い
か
。

村　

長

　

教
育
に
か
か
る
費
用
は
、
決
し

て
安
く
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
は
、
一
つ
の
も
の
に

特
化
す
る
こ
と
な
く
総
合
的
な
視

野
に
立
っ
て
考
え
て
い
く
べ
き
と

思
う
。
次
年
度
で
は
、
給
食
費
の

無
償
化
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

入
学
祝
い
金
の
増
額
は
難
し
い
。

問

　
　

１
月
に
厚
労
省
か
ら
「
保
育

所
で
使
用
済
み
お
む
つ
の
処
分
を

行
う
こ
と
を
推
奨
す
る
」
と
し
た

事
務
連
絡
が
出
さ
れ
て
い
る
。村

の
受
け
止
め
と
、
今
後
の
方
向
性

を
問
う
。

　

下
の
子
供
が
生
ま
れ
、育
児
休
業

を
取
得
す
る
と
、家
庭
で
保
育
が
可

能
と
み
な
さ
れ
、保
育
施
設
に
通
う

子
ど
も
が
退
園
さ
せ
ら
れ
る「
育
休

退
園
」
が
あ
る
。村
は
ど
う
対
応
し

問

　
　

水
道
基
本
料
金
の
減
免
は
、

期
間
が
半
年
間
と
短
い
事
、
金
額

が
一
か
月
３
５
０
円
（
消
費
税
別
）

と
少
額
な
の
で
期
間
の
延
長
を
求

め
る
。さ
ら
に
、
下
水
道
の
基
本
料

金
に
つ
い
て
の
減
免
を
求
め
る
。

村　

長

　

物
価
高
騰
で
村
民
が
大
き
な
影

響
を
受
け
て
お
り
、経
済
情
勢
の
推

移
や
県
内
自
治
体
の
動
向
な
ど
を

注
視
し
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　

下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
世

帯
や
、
合
併
処
理
浄
化
槽
で
対
応

の
世
帯
が
あ
り
、
下
水
道
料
金
の

減
免
は
難
し
い
。

問 て
い
る
か
。こ
れ
ま
で
に
「
育
休
退

園
」の
例
は
あ
る
か
。「
育
休
退
園
」

は
や
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

教
育
次
長

　

使
用
済
み
お
む
つ
は
、保
護
者
に

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。保

育
園
で
処
理
す
る
た
め
に
は
い
く

つ
か
課
題
が
あ
る
の
で
、
整
理
を

し
、前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

　

国
の
原
則
的
な
考
え
の
も
と
進

め
て
い
て
、保
護
者
の
健
康
状
態
を

聞
き
取
り
、生
後
３
か
月
を
目
安
に

一
時
退
園
を
お
願
い
し
て
い
る
。令

和
４
年
度
で
１
名
の
「
育
休
退
園
」

が
あ
っ
た
。個
々
の
家
庭
の
実
情
に

よ
り
、適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

「
育
休
退
園
」
は
な
く
し
て

安
心
の
保
育
行
政
に

水
道
料
金
の
減
免
延
長
を

議
会
の
コ
レ
コ
レ
知
っ
て
ま
す
か
？

一
般
質
問っ

て
何
？

　

議
会
の
役
割
は
、
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議

案
等
を
審
議
し
て
、
そ
の
可
否
を
判
断
す
る

だ
け
で
な
く
、
執
行
機
関
で
あ
る
村
に
対
し

て
監
視
機
能
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
村
が
行

う
こ
と
に
対
し
て
質
問
を
行
い
、
村
の
見
解

な
ど
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
れ
を

一
般
質
問
と
言
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
定
例
会
で
の
み
行
う
こ
と
が

可
能
で
す
。
議
員
は
定
例
会
の
開
会
１
週
間

以
上
前
に
、
村
に
対
し
て
自
分
の
質
問
の
意

向
を
告
げ
る
「
通
告
書
」
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
村
は
、
提
出
さ
れ
た
通
告
書

に
沿
っ
て
答
弁
し
ま
す
。

　

高
山
村
議
会
の
一
般
質
問
は
、
議
員
一
人

あ
た
り
60
分
を
目
安
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
再
質
問
は
２
回
ま
で
と
す
る

こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
議
員
は
答
弁

を
聞
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
質
問
を
考
え
、
再

質
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二
次
元
コ
ー
ド

　

最
近
、
議
会
報
の
一
般
質

問
ペ
ー
ジ
で
、
議
員
の
顔
写

真
の
横
に
二
次
元
コ
ー
ド

が
付
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
読
み
込
ん
で
い
た
だ
く

と
、
各
議
員
の
一
般
質
問
の

YouTube

ペ
ー
ジ
が
表
示

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
時
間
の

あ
る
時
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

↑
こ
ち
ら
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
は
村
Ｈ
Ｐ
で
、

各
議
員
の
通
告
書
も
一
緒

に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問
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地
域
の
Ｄ
Ｘ
化
の
取
組
み
に
つ
い
て

災
害
時
の
避
難
対
応
に
つ
い
て

　
　

総
務
課
に
「
企

画
政
策
係
」
を
設
置
、

今
年
民
間
企
業
２
社

と
、
よ
り
専
門
性
の

あ
る
計
画
作
成
の

為
、
包
括
連
携
協
定

を
提
携
し
た
。

①
村
民
に
対
す
る
利
便
性
の
向
上

と
し
て
の
具
体
化
と
そ
の
実
施
時

期
は
い
つ
か
？

②
行
政
事
務
の
効
率
化
と
し
て
考

え
ら
れ
る
効
果
は
？

③
産
学
官
の
連
携
が
当
村
は
近
隣

の
市
町
村
に
比
べ
実
施
で
き
て
い
な

い
。
信
州
大
学
や
国
立
高
専
等
の
連

携
は
す
る
予
定
が
な
い
の
か
？

④
当
村
の
貴
重
な
一
般
財
源
を
安

易
的
な
使
用
（
新
し
い
補
助
金
の

存
在
の
見
逃
し
や
、
補
助
金
の
申

請
忘
れ
）
防
止
の
た
め
、
国
や
県
、

他
市
町
村
と
の
情
報
共
有
化
は
で

き
な
い
の
か
？

総
務
課
長

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用

し
た
行
政
手
続
き
や
他
の
業
務
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
中
で
、
Ｄ
Ｘ
計
画
策
定
の
完
了

は
５
年
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
て
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
こ
と
で
事
務
処
理
時
間

の
短
縮
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

問

　
　

道
の
駅
は
、
全
国
で
１
，
２
０

４
駅
、
長
野
県
で
も
す
で
に
53
駅
が

設
置
さ
れ
、
ど
の
道
の
駅
も
賑
わ
っ

て
い
る
が
、
当
村
の
場
合
、
設
置
計

画
が
進
ん
で
い
な
い
。
開
発
行
為
は

時
間
が
か
か
る
の
で
早
期
着
手
を
希

望
す
る
。
検
討
だ
け
で
は
、
機
を
逸

す
る
の
で
は
な
い
か
？

村　

長

　

村
と
し
て
は
既
存
の
施
設
を
で

き
る
だ
け
活
用
し
て
、
順
次
構
想

を
実
現
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問 ③
包
括
連
携
協
定
の
中
で
協
議
し

て
参
り
ま
す
。

④
各
担
当
係
長
は
、
日
々
メ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
責
任
も
っ
て
行
っ
て

お
り
、
す
べ
て
の
職
員
が
確
認
で

き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

令
和
元
年
の
台

風
19
号
災
害
は
、
記

録
的
な
豪
雨
に
よ
り

一
日
の
雨
量
が
２
８
５
ミ
リ
と
い

う
大
雨
に
な
り
、
本
村
で
も
初
の

避
難
勧
告
か
ら
避
難
指
示
を
発
令

さ
れ
、
避
難
を
し
た
。
台
風
が
過

ぎ
去
っ
た
後
、
職
員
や
自
主
防
災

会
の
区
長
さ
ん
の
意
見
・
要
望
等

の
「
災
害
対
応
検
証
報
告
書
」
を

作
成
さ
れ
た
が
、

①
そ
の
後
見
直
し
は
さ
れ
た
の
か
。

②
防
災
訓
練
に
お
け
る
内
容
等
、

自
主
防
災
会
で
は
他
に
は
な
い
の

か
。

③
自
治
会
の
災
害
時
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
。

総
務
課
長

①
検
証
等
を
行
う
中
で
、
実
際
に

避
難
が
必
要
な
土
砂
災
害
の
危
険

区
域
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
や
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
の
世
帯
を
洗
い
出
し
、

地
区
内
の
組
単
位
等
で
避
難
情
報

を
発
令
し
、
一
時
的
な
避
難
を
自

家
用
車
等
で
、
改
善
を
図
り
た
い
。

②
大
規
模
災
害
は
、
教
訓
と
し
て

行
政
機
関
は
迅
速
な
救
助
や
早
期

復
興
を
め
ざ
し
た
「
公
助
」
だ
け

問

勝 山  正 弘勝 山  正 弘   議 員議 員

柴 田  弘 男柴 田  弘 男   議 員議 員

道
の
駅（
に
ぎ
わ
い
の
場
）

設
置
に
つ
い
て

で
は
災
害
対
応
に
限
界
が
あ
る
の

で
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自

助
」、
地
域
の
住
民
が
互
い
に
協
力

し
合
い
活
動
に
取
り
組
む
「
共
助
」

が
不
可
欠
で
あ
る
。

③
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
中
に
地
区

の
特
性
や
避
難
経
路
、
自
主
避
難

の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
を
定
め
た
「
地

区
防
災
マ
ッ
プ
」
を
作
成
す
る
。

　

   

一
時
的
な
避
難
を
限
定
に
、
自
家
用
車
等
含
め

た
対
応
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

答

千本松豪雨災害工事。不動川豪雨災害による工事完了。

一 般 質 問一 般 質 問
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滝 澤  　 聖滝 澤  　 聖   議 員議 員

交
通
安
全
教
育
と
シ
ニ
ア
カ
ー
に
つ
い
て

　
　

本
村
の
シ
ニ

ア
カ
ー
の
保
有
台

数
と
普
及
状
況
に

つ
い
て
。

健
康
福
祉
課
長

　

村
で
は
平
成
４

年
に
在
宅
老
人
等
福
祉
機
器
補
助

金
交
付
要
綱
を
制
定
し
、
在
宅
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
自
立
支
援
の

他
、
生
活
向
上
支
援
す
る
た
め
購

入
経
費
に
対
し
、
一
定
の
所
得
制

限
を
設
け
助
成
し
て
い
る
。
令
和

４
年
度
ま
で
に
一
〇
〇
台
あ
り
ま

す
が
、
す
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

も
あ
り
、
現
在
は
28
台
程
度
と
思

わ
れ
る
。
助
成
事
業
で
購
入
さ
れ

た
車
い
す
の
多
く
は
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
に
は
、
譲
渡
又
は
廃
棄
さ

れ
た
か
ど
う
か
は
把
握
で
き
ず
、

ま
た
、
補
助
対
象
と
な
ら
な
か
っ

た
方
の
台
数
に
つ
い
て
も
、
正
確

な
保
有
台
数
を
把
握
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

　
　

購
入
支
援
の
拡
充
に
つ
い

て
、
交
付
要
綱
の
所
得
制
限
の
撤

廃
と
一
人
１
台
の
要
綱
の
見
直
し

を
行
い
、
少
額
で
あ
っ
て
も
補
助

金
を
出
す
こ
と
を
要
望
し
た
い
が

検
討
さ
れ
た
い
。

健
康
福
祉
課
長

　

購
入
者
の
経
済
的
負
担
や
初
期

問

問

投
資
に
係
る
負
担
軽
減
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
公
平
性
や
他
の
補

助
金
等
と
の
均
衡
を
考
慮
し
、
一

人
１
度
限
り
の
助
成
制
度
と
し
て

い
ま
す
。

　
　

中
・
高
学
生
、
一
般
村
民
を

対
象
と
し
た
シ
ニ
ア
カ
ー
の
操
作

方
法
や
交
通
安
全
教
育
へ
の
取
組

み
に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
課
長

　

村
で
は
助
成
金
申
請
さ
れ
る
際

に
注
意
点
の
説
明
を
行
い
、
販
売

店
に
お
い
て
も
操
作
方
法
と
併

せ
、
交
通
ル
ー
ル
の
マ
ナ
ー
に
関

す
る
説
明
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
村
交
通
安
全
協
会
な
ど

関
係
者
の
皆
様
と
講
習
会
を
開
催

で
き
る
か
ど
う
か
な
ど
を
含
め
検

討
し
た
い
で
す
。

問

子
ど
も
達
に
「
村
出
身
古
川
雄
大
さ
ん
主
演
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ピ
カ
レ
ス
ク
」
の
劇
場
鑑
賞
を

　
　

テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
や
映
画
、
舞
台
に

活
躍
中
の
、
高
山

村
出
身
で
俳
優
の

古
川
雄
大
さ
ん
主
演

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
、
来
年
二
月

地
元
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
で
公
演

さ
れ
る
。
地
元
出
身
者
の
活
躍
は

明
る
い
話
題
で
あ
り
応
援
し
た
い
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
子
ど
も
達
に
生

で
迫
力
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
体

感
し
て
も
ら
い
た
い
。
感
受
性
を

育
み
、
未
来
へ
の
夢
や
希
望
な
ど

そ
の
教
育
的
効
果
も
大
き
い
と
思

う
。
中
学
全
生
徒
の
劇
場
鑑
賞
の

計
画
を
求
め
る
。

教
育
長

　

村
出
身
の
俳
優
古
川
雄
大
氏
の

活
躍
を
、
子
ど
も
達
が
間
近
に
触

れ
る
こ
と
は
大
変
魅
力
あ
る
こ

と
。
村
の
出
身
で
あ
り
、
先
輩
が

社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
は
、
誇
り

で
あ
り
大
き
な
励
み
で
あ
る
。
村

の
活
性
化
に
な
る
こ
と
で
出
来
る

範
囲
で
応
援
し
た
い
。
公
演
日
程

や
詳
細
は
未
発
表
だ
が
、
二
月
は

高
校
受
験
の
時
期
で
日
程
的
や
予

算
的
に
も
難
し
い
。
今
後
の
支
援

を
慎
重
に
検
討
し
て
参
り
た
い
。

問

梨 本  　 進梨 本  　 進   議 員議 員

　
　

県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
る
雷
滝
の
仮
設
ト
イ

レ
の
改
修
を
求
め
る
。季
節
の
状

況
に
応
じ
た
観
光
施
設
の
冬
季
閉

鎖
解
除
や
公
衆
ト
イ
レ
使
用
開
始

案
内
等
、
観
光
公
式
Ｈ
Ｐ
の
適
時

更
新
を
含
め
、
観
光
客
目
線
の
対

応
を
求
め
る
。

産
業
振
興
課
長

　

雷
滝
周
辺
の
県
道
拡
幅
に
あ
た

り
駐
車
場
や
公
衆
ト
イ
レ
用
地
の

確
保
を
要
望
し
て
い
る
。衛
生
的

な
仮
設
型
の
水
洗
ト
イ
レ
設
置
を

検
討
し
た
い
。春
先
の
村
内
観
光

に
つ
い
て
は
、
桜
ま
つ
り
実
行
委

員
会
や
施
設
管
理
の
地
場
産
組
合

な
ど
と
事
前
協
議
し
て
い
る
。雷

滝
は
定
点
杭
測
量
な
ど
の
安
全
基

準
を
設
け
て
安
全
確
認
の
上
、
冬

季
閉
鎖
解
除
を
判
断
し
て
い
る
。

観
光
協
会
と
の
情
報
共
有
や
連
携

に
つ
い
て
は
、
事
務
局
長
に
副
参

事
を
配
置
し
、
観
光
公
式
Ｈ
Ｐ
の

更
新
や
観
光
振
興
の
取
組
み
協
議

や
情
報
共

有
を
図
っ

て
い
る
。

問 雷
滝
ト
イ
レ
整
備
と
観
光
施

設
の
冬
季
閉
鎖
に
つ
い
て

現在のトイレ。

一 般 質 問一 般 質 問
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黒 岩  清 道黒 岩  清 道   議 員議 員

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
助
成
は
い
つ
か
ら

　
　

が
ん
治
療
な
ど

に
よ
り
、
ア
ピ
ア
ラ

ン
ス（
外
見
）の
変
化

に
よ
る
苦
痛
を
軽
減

す
る
ケ
ア
の
こ
と
で

す
が
、
治
療
中
の
外

見
の
変
化
で
、
悩
む

人
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。

①
今
ま
で
、
相
談
は
あ
っ
た
の
か
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
応
し

た
窓
口
対
応
は
。

②
県
で
も
対
応
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
高
山
村
で
の
助
成
事
業

は
、い
つ
か
ら
か
。

村　

長

①
こ
れ
ま
で
、相
談
は
寄
せ
ら
れ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、必
要
と
さ
れ
る
方

は
、医
療
機
関
等
に
相
談
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。村
に
相
談
が
寄

せ
ら
れ
た
場
合
は
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
、相
談
者
に
寄
り
添
っ
た

対
応
を
心
が
け
て
参
り
ま
す
。

②
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
が
ん
治

療
や
そ
の
副
作
用
で
お
悩
み
の
方

の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
は
大
変

重
要
な
事
で
あ
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
早
急
に
準
備
を
進
め
て
対
応

し
て
参
り
た
い
。 問

公
文
書
の
保
存
と
管
理
は

　
　

県
内
に
公
文

書
館
や
文
書
館
が
あ

る
。上
田
地
域
で
は
、

「
資
料
散
逸
へ
の
危

機
感
や
、
地
域
研
究

の
た
め
」
に
設
置
。

私
は
集
会
の
第
１
回
の
開
催
案
内

を
請
求
し
た
が
不
明
で
し
た
。

①
公
文
書
の
保
存
管
理
の
現
状
。

②
デ
ジ
タ
ル
化
と
文
書
管
理
の
制

度
化
を
。

総
務
課
長

①
通
常
は
書
類
保
管
庫
で
保
存
。

村
誌
編
纂
資
料
は
施
設
内
で
。

②
書
類
の
デ
ー
タ
化
は
課
題
。
今

年
は
１
９
０
万
円
で
文
書
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
は
か
る
。

③
何
年
後
に
は
村
誌
編
纂
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
残
し
て
い

く
文
書
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

問

子
供
医
療
費
完
全
無
料
に

　
　

村
長
は
「
子
育
て
施
策
は
総

合
的
な
判
断
を
し
な
が
ら
行
っ
て

き
た
。
子
供
医
療
費
の
手
数
料
５

０
０
円
負
担
は
理
解
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
」
と
し
た
。

　

県
内
で
は
19
市
町
村
が
子
供
医

療
費
を
完
全
無
料
化
し
た
。
村
の

昨
年
の
子
供
医
療
費
利
用
数
は
1

万
件
程
、
予
算
約
５
０
０
万
円
。

手
数
料
５
０
０
円
の
廃
止
を
。

村　

長

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
と
負
担

の
関
係
を
、
共
に
支
え
合
う
一
員

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
だ

く
、
医
療
費
の
一
部
負
担
の
趣
旨

は
、「
適
当
で
あ
る
」
と
理
解
し

て
も
ら
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援

は
重
要
課
題
で
す
の
で
、
国
の
動

向
を
見
な
が
ら
進
め
ま
す
。

問

湯 本  辰 雄湯 本  辰 雄   議 員議 員

　
　

県
道
３
４
２
号
線
は
、
中
野

市
と
山
ノ
内
町
を
結
ぶ
歴
史
あ
る

道
路
で
あ
り
ま
す
。し
か
し
、
小
池

峠
付
近
は
交
通
不
能
に
な
っ
て
お

り
、
昭
和
41
年
か
ら
宮
村
湯
田
中

停
車
場
線
改
良
期
成
同
盟
会
が
発

足
し
半
世
紀
が
過
ぎ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
状
と
開
通
は
い
つ

に
な
る
の
か
。ま
た
、
山
ノ
内
町
で

も
要
望
の
動
き
が
あ
り
ま
す
が
、

村
と
し
て
の
考
え
は
。

建
設
水
道
課
長

　

県
道
を
管
理
す
る
県
建
設
部
に

お
聞
き
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
山
岳

地
形
の
た
め
、
大
規
模
な
道
路
整

備
と
な
る
こ
と
や
、
緊
急
性
等
を

含
め
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
、
当

面
は
事
業
化
が
困
難
で
あ
る
旨
の

回
答
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

村
と
致
し
ま
し
て
は
、
地
域
の
活

性
化
に
繋
が
る
有
益
な
広
域
観
光

ル
ー
ト
で
あ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
近
隣
市

町
村
と
重
要
性
を
強
調
し
な
が

ら
、強
く
要
望
し
て
参
り
た
い
。

問 一
般
県
道 

宮
村
湯
田
中
停

車
場
線
開
通
は

昭和時代の公民館報。

一 般 質 問一 般 質 問
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髙 井  央 葉髙 井  央 葉   議 員議 員

高
山
村
独
自
の
子
育
て
支
援
を

　
　

現
在
村
に
住
ん

で
い
る
子
ど
も
達
が

安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
、
ま
た
移
住

定
住
が
増
え
る
よ
う

な
施
策
と
し
て
「
就

労
条
件
を
問
わ
な
い
保
育
園
の
入

園
」「
学
校
以
外
の
居
場
所
の
支
援
」

「
高
校
生
の
支
援
」に
つ
い
て
問
う
。

村　

長

　

村
で
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
達
の
健
や
か
な
成
長
と
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

総
合
的
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

就
労
条
件
を
問
わ
な
い
保
育
園
入

園
に
つ
い
て
は
国
に
お
い
て
２
０

２
４
年
か
ら
開
始
す
る
と
表
明
さ

れ
て
い
る
た
め
村
が
先
行
し
て
行

う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
不
登

校
の
子
ど
も
達
に
つ
い
て
は
村
や
、

小
中
学
校
に
お
い
て
、
関
係
者
間

で
情
報
を
共
有
し
、
い
ろ
ん
な
機

関
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
対
応
策
等
を
検
討
し
て
い
る
。

高
校
生
全
員
に
一
律
に
経
済
的
な

支
援
を
行
う
こ
と
は
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
何
が
出

来
る
の
か
な
ど
を
慎
重
に
検
討
し

て
参
り
た
い
。

問

　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
村
民

ホ
ー
ル
を
普
段
か
ら
も
っ
と
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
と
Ｐ

Ｒ
が
必
要
と
考
え
る
。
積
極
的
に

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
方
策
は
。

総
務
課
長

　

村
民
ホ
ー
ル
は
役
場
の
開
庁
時

間
内
で
自
由
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
が
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
の
よ

う
な
使
い
方
は
想
定
し
て
い
な

い
。
今
後
と
も
有
効
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
啓
発
等
に
努

め
て
参
り
た
い
。

問
　
　

村
と
し
て
Ｉ
Ｔ
技
術
を
、
ど

う
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
活
か
し
て
い

く
の
か
。

総
務
課
長

　

村
で
は
Ｄ
Ｘ
推
進
を
図
る
た

め
、
民
間
事
業
者
２
社
と
締
結
し

た
包
括
連
携
協
定
の
中
で
、
何
が

で
き
る
の
か
、
何
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
等
と
洗
い
出
し
、

Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

く
。

問 村
民
ホ
ー
ル
の
利
用
推
進
を

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

Ｉ
Ｔ
技
術
活
用
を

沖 島  祥 介沖 島  祥 介   議 員議 員

給
付
型
奨
学
金
制
度
の
導
入
に
よ
る

定
住
促
進
、
人
口
減
対
策
に
つ
い
て

　
　

本
村
に
は
、
新

規
就
農
者
支
援
制

度
が
あ
り
、
こ
れ
は

農
業
に
限
っ
て
い
る

が
、
も
っ
と
幅
広
く
、

職
を
持
た
れ
、
村
内
に
定
住
し
た
方

を
対
象
に
、
貸
与
型
制
度
か
ら
給
付

型
に
し
、
返
済
を
免
除
す
る
制
度
に

す
れ
ば
、
何
割
か
の
方
が
戻
っ
て
来

て
、定
住
促
進
、人
口
減
対
策
に
な
る

の
で
は
？

教
育
長

　

定
住
に
よ
る
奨
学
金
の
給
付
は
、

少
し
で
も
定
住
の
た
め
の
背
中
を

押
す
よ
う
な
支
援
に
な
る
と
期
待

で
き
る
が
、
新
規
就
農
者
支
援
制

度
と
は
本
質
が
異
な
り
、
様
々
な
設

定
の
あ
り
方
が
課
題
で
あ
り
、
さ
ら

に
、
奨
学
金
を
借
り
る
方
、
借
り
な

い
方
の
公
平
性
の
面
か
ら
見
て
も

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

問

　
　

村
の
奨
学
金
制
度
の
利
用
状

況
は
？

　
　

高
校
生
２
名
、
高
等
専
門
学
校

生
３
名
、
短
大
生
４
名
、
大
学
生
53

名
の
計
62
名
。償
還
が
滞
っ
て
い
る

方
は
い
な
い
。

　
　

奨
学
金
制
度
に
お
け
る
所
得

制
限
に
つ
い
て
。

　
　

所
得
制
限
は
設
け
て
い
な
い
。

　
　

新
規
就
農
者
支
援
制
度
の
利

用
状
況
は
？

　
　

Ｈ
22
年
度
に
創
設
し
た
が
、
今

現
在
利
用
者
は
い
な
い
。

問答問答問答
　
　

道
路
標
識
に
は
日
本
語
の
下

に
ロ
ー
マ
字
で
標
記
さ
れ
て
い
る

が
、
観
光
地
に
は
外
国
語
を
標
記

し
た
観
光
表
示
板
が
な
い
の
で
、

観
光
表
示
板
の
設
置
を
望
む
。

産
業
振
興
課
長

　

観
光
協
会
な
ど
関
係
者
と
協
議

し
、近
隣
町
村
の
状
況
な
ど
を
参
考

に
し
、
主
要
な
観
光
施
設
な
ど
か

ら
、順
次
ロ
ー
マ
字
併
用
標
記
の
標

識
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

問 イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
対
応

し
た
、
村
内
に
統
一
し
た
観

光
表
示
板
設
置
に
つ
い
て

村の奨学金制度の案内。

一 般 質 問一 般 質 問
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６月６日の一般質問を６月６日の一般質問を
高山中学校３年生高山中学校３年生がが傍聴しました傍聴しました

（質問の内容は）他の市町村
と比較したものだった。（回
答の内容から）村民の負担
を少しでも減らせるように、
村も工夫していることがわ
かった。

大人の姿がかっこよく見えた。
（いつもと違う姿がかっこよ
かった。）

ものすごく緊張感があ
りました。

難しい話もあったけど、
高山村の今後や、村民の
ために議論がされていて
すごいなと思いました。

しっかり議論されていて、
村民として安心しました。
だから自分たちも村のため
に協力したいと思いました。

高山中学校３年生の議会一般質問の傍聴は３年目となります。高山中学校３年生の議会一般質問の傍聴は３年目となります。
短い時間でしたが、議場の雰囲気や、行政側と議員とのやり取りを見てもらえました。短い時間でしたが、議場の雰囲気や、行政側と議員とのやり取りを見てもらえました。
ありがとうございました。ありがとうございました。

質問をして答えるこ
とを1回だけでなく、
答えに対して何度も
質問していた。そう
やって何度もできる
のがすごいと思った。 相手が話し終わってから

話すことや、相手の回答に
対して礼をするなど、相手
に対する敬意が素晴らし
く、見習いたいと思った。

議員さんは、とても詳
しく調べて質問をされ
ていた。○○市ではな
どと具体的に述べてい
た。答える方も、すぐ
に手を挙げて質問に答
えていてすごかった。
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第
１
ブ
ロ
ッ
ク
で
は

● 

女
性
の
参
加
、
出
席
が
難
し
い

● 

地
域
を
担
う
若
者
の
参
加
が
難
し
い
（
忙
し
い
、
興
味
が
な
い
）

● 

神
楽
保
存
会
の
新
規
団
員
、
担
い
手
の
不
足

● 

子
ど
も
だ
け
で
遊
べ
る
場
所
が
な
い

● 

子
ど
も
の
同
級
生
が
い
な
い

● 

高
校
生
の
交
通
手
段
が
な
い

● 

長
野
駅
ま
で
の
バ
ス
、
中
野
方
面
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
欲
し
い

● 

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
で
き
る
と
良
い
な

● 
空
き
家
対
策
、
近
く
に
空
き
家
が
あ
っ
て
鳥
獣
や
火
災
が
心
配

● 
子
ど
も
を
産
む
世
代
が
魅
力
あ
る
地
域
に
し
て
欲
し
い

● 
農
業
の
近
代
化
、
ド
ロ
ー
ン
利
用
で
盗
み
や
害
獣
対
策
な
ど

● 

入
区
金
の
免
除
、
入
区
金
の
必
要
性
が
わ
か
ら
な
い

● 

子
ど
も
、
移
住
者
を
増
や
す

● 

若
者
住
宅
（
低
家
賃
）
を
各
地
区
に
造
る

● 

温
泉
や
一
茶
館
な
ど
、
客
数
を
増
や
す
取
組
み
が
行
え
て
い
な
い

● 

農
業
の
後
継
者
育
成

● 

な
ん
で
子
ど
も
が
家
を
出
て
い
く
の
か

● 

条
件
な
し
で
保
育
園
へ
入
れ
る
よ
う
に

● 

空
き
家
バ
ン
ク
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い

● 

ゴ
ミ
選
別
し
た
後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
な
ど
で
ア
ピ
ー

ル
し
て

● 

救
急
車
が
入
れ
な
い
道
、
心
配

● 

村
な
ら
で
は
の
子
育
て
体
制
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
あ
る
と
良
い

● 

体
育
館
の
予
約
な
ど
、
ア
プ
リ
で
行
え
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い

● 

山
田
牧
場
行
き
た
い
が
、
道
が
怖
いな

ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
議
会
報

告
会
「
議
会
と
村
づ
く
り
を
語
る
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
テ
ー
マ
を
『
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
』、『
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
』

と
し
て
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
困
り
ご
と
、
や
っ
て
欲
し
い
こ
と
な
ど
を
自

由
に
発
言
し
て
頂
き
、
メ
モ
用
紙
に
記
入
し
て
張
り
出
し
、
参
加
者
で
共
有

し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
会
場
も
た
く
さ
ん
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
活
発

に
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『議会と 村づくりを語る会』『議会と 村づくりを語る会』
５月14日 ㈰  午後２時～
第１ブロック
西部地区転作促進センター（堀之内）にて
参加者 31 名
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お
寄
せ
頂
い
た
ご
意
見
の
す
べ
て
は
、
議
会
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
か
ス
マ

ホ
も
し
く
は
Ｐ
Ｃ
等
で
「
高
山
村
議
会
報
告
会
」
と
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。
お
時
間
の
あ
る
時
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
す
。
頂
い
た
ご
意
見
は
議
員
全
員
で
共
有
し
、
今
後
の

議
会
及
び
議
員
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

秋
に
は
、
残
り
の
３
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
場
で
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
際
は
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
４
ブ
ロ
ッ
ク
で
は

● 

子
ど
も
が
少
な
く
、
通
学
班
編
成
や
い
ろ
ん
な
行
事
が
出
来
な
い

● 

働
く
場
所
を
つ
く
る
、
企
業
誘
致
を
行
う

● 

県
道
を
通
行
す
る
車
の
速
度
出
し
過
ぎ
問
題

● 

一
茶
館
の
さ
ら
な
る
利
用
、
子
ど
も
達
が
勉
強
出
来
た
り
、
図
書
館
併

設
な
ど

● 

農
産
物
出
荷
場
、
野
菜
の
直
売
所
（
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
あ
た
り
）
欲
し
い

● 

役
場
ロ
ビ
ー
き
れ
い
に
な
っ
た
の
で
、
気
軽
に
使
用
で
き
る
よ
う
に

● 

広
い
図
書
館
が
欲
し
い

● 

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
に
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
or
キ
ャ
ン
プ
エ
リ
ア
欲
し
い

● 

村
の
情
報
が
メ
ー
ル
で
届
く
よ
う
に
し
て
欲
し
い
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

● 

小
学
校
の
通
学
不
便
、
学
年
が
上
が
る
ほ
ど
バ
ス
の
時
間
合
わ
な
い

● 

放
課
後
や
長
期
休
業
中
に
子
ど
も
が
自
由
に
行
け
る
場
所
が
欲
し
い

● 

中
学
校
の
制
服
が
高
い

● 

役
場
職
員
の
人
事
の
見
直
し

● 

入
区
費
が
高
す
ぎ
て
家
を
建
て
よ
う
と
思
え
な
い

● 

子
ど
も
達
が
大
人
や
高
齢
者
と
交
流
し
て
価
値
観
の
多
様
性
を
学
べ
る

機
会
が
欲
し
い

● 
通
学
手
段
の
確
保
が
困
難
で
は
な
い
か

● 
不
審
者
、
サ
ル
、
自
殺
対
策
等
の
た
め
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
つ
け
て
欲
し
い

● 

高
齢
化
が
進
み
、
電
柵
の
管
理
が
出
来
な
い
、
村
で
や
っ
て
欲
し
い

● 

村
営
住
宅
を
増
や
す

● 

独
身
の
人
が
入
れ
る
移
住
住
宅
（
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
も
良
い
）
が
欲
し
い

● 

粗
大
ご
み
の
回
収
を
増
や
し
て
欲
し
い
、
空
き
家
の
ゴ
ミ
出
し
等

な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『議会と 村づくりを語る会』『議会と 村づくりを語る会』議会報告会議会報告会
５月 21日 ㈰  午後２時～
第４ブロック
中山会館にて
参加者 29 名
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議会活性化
特別委員会信濃町議会活性化委員会視察受入れ

　

６
月
20
日
に
信
濃
町
議
会
よ
り
、

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
分
科
会

の
皆
さ
ん
が
来
村
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
山
村
議
会
か
ら
は
議
長
と
議

会
活
性
化
特
別
委
員
会
役
員
で
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
会
活
性

化
特
別
委
員
会
と
し
て
行
っ
て
き

た
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に
つ
い
て

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、

５
月
21
日
に
中
山
会
館
で
開
催
し

た
議
会
報
告
会
「
議
会
と
村
づ
く

り
を
語
る
会
」
を
見
て
い
た
だ
い

た
感
想
な
ど
を
伺
い
な
が
ら
、
本

議
会
で
報
告
会
を
開
催
す
る
に

至
っ
た
経
緯
や
周
知
の
方
法
、
開

催
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、
大
き

く
時
間
を
割
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

近
年
、
議
会
報
告
会
を
開
催
す

る
議
会
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
目

的
や
、
方
法
、
開
催
し
た
後
に
つ

い
て
は
ど
の
議
会
で
も
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
議
会
で
も

２
回
の
議
会
報
告
会
を
開
催
し
て

み
て
、
改
善
す
る
点
や
、
次
回
も

引
き
続
き
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う

点
な
ど
に
つ
い
て
、
話
を
す
る
こ

と
で
再
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
信
濃
町
議
会
の
取

り
組
み
な
ど
も
直
接
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
、
大
変
あ
り
が
た
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
活

動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
期
の
高
山
村
議
会
活
性
化

特
別
委
員
会
で
は
、「
村
民
と
議

会
の
距
離
を
縮
め
、
多
様
な
人

が
立
候
補
す
る
こ
と
を
目
指
す

委
員
会
」
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
議
員
や
議
会
が
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
を
、
広
く
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
村
民

の
皆
さ
ん
と
議
員
と
が
一
緒
に

な
り
、
村
の
課
題
に
向
き
合
っ

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
点
で
は
、
新

し
い
議
会
モ
ニ
タ
ー
活
動
に
は

一
層
の
期
待
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
一
般

質
問
のYouTube

配
信
に
加
え
、

４
月
よ
り
議
会
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信

も
始
め
ま
し
た
。
よ
り
た
く
さ

ん
の
方
に
情
報
が
届
く
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
委
員
長

柴
田
弘
男
）
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議会活性化
特別委員会 令和５、６年度

議会モニターが決まりました

第１回議会モニター会議を開催しました
令和５年７月９日 ㈰

　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
で

は
、
議
会
の
見
え
る
化
を
目
指

し
て
、
令
和
５
年
度
と
６
年
度

に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
17
名

の
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
を
決
定
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
女
性
が
少
し

多
い
で
す
が
、
男
女
の
バ
ラ
ン

ス
も
良
く
、
年
齢
も
高
校
生
か

ら
70
代
ま
で
様
々
な
方
に
ご
応

募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

村
民
の
方
に
議
会
と
は
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い
る
の
か
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
高
山
村
を
よ
り
良
い

村
、
住
み
や
す
い
村
、
子
育
て
し

や
す
い
村
に
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
か
に
つ
い
て
、
ま
た
議
会

が
抱
え
る
問
題
な
ど
も
議
員
と
一

緒
に
考
え
て
頂
く
こ
と
が
主
な
活

動
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

７
月
９
日
㈰
、
新
し
い
モ
ニ

タ
ー
の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
第
１
回
の
モ
ニ
タ
ー

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
回
目
と
い
う
こ
と
で
、
ま

ず
は
議
会
で
使
っ
て
い
る
役
場

庁
舎
３
階
に
て
、
議
場
や
委
員

会
室
、
全
員
協
議
室
な
ど
を
見

学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
議
会
制
度
の
説
明
、
議

会
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
説
明
と
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
話
を
聞
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
説
明
ば
か
り
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
議
会
の

こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
今

後
、
議
会
が
抱
え
る
課
題
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。

感　

想

●
皆
さ
ん
議
会
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
た
。

●
こ
の
よ
う
な
会
議
に
出
る
の

が
初
め
て
で
勝
手
が
分
か

ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら

い
ろ
い
ろ
知
っ
て
い
き
た

い
。

●
今
回
は
話
だ
け
だ
っ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
提
案
事
項

を
作
っ
た
り
、
出
し
た
り

し
て
い
き
た
い
。
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総務文教・福祉産建常任委 員会合同視察研修レポート
「
奇
跡
の
村
」

　

富
山
県
舟
橋
村
は
、
北
陸
に
た
っ
た
一
つ
残
る

「
村
」
で
、
面
積
が
３
・
47
㎢
と
日
本
一
小
さ
な

自
治
体
で
す
。
富
山
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

村
の
中
心
部
に
は
小
中
学
校
や
役
場
等
が
揃
っ
て

お
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
地
域
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

舟
橋
村
は
、
昭
和
後
期
頃
に
人
口
が
約
１
，

５
０
０
人
、
子
ど
も
の
数
も
１
桁
と
な
り
、
人
口

構
造
の
維
持
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
開
発
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
市
街
化
調
整
区

域
を
全
国
で
初
め
て
外
し
た
こ
と
で
、
立
地
の
良

さ
に
よ
っ
て
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
住
宅
開
発

が
進
み
、
人
口
は
右
肩
上
が
り
に
増
え
て
、
現
在

で
は
約
３
，
２
０
０
人
と
な
り
、「
奇
跡
の
村
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
村
中
心
部
の
オ
レ
ン
ジ
パ
ー

ク
に
は
隣
接
し
て
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
（
リ
ラ

フ
ォ
ー
ト
ふ
な
は
し
）
が
移
住
を
促
進
す
る
試
み

で
整
備
さ
れ
、
日
本
一
小
さ
い
村
は
日
本
一
快
適

な
住
環
境
の
実
現
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
久
保
田
雄
吉
）

「
駅
に
図
書
館
を
整
備
し
た
経
緯
」

　

舟
橋
村
は
昭
和
50
年
代
か
ら
村
人
口
が
減
少
。

ま
た
、
公
共
交
通
の
要
で
あ
る
越
中
舟
橋
村
駅
の

乗
降
客
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。「
駅
周
辺
は

村
の
顔
」
そ
こ
を
良
く
し
な
い
と
村
の
発
展
は
な

い
と
い
う
当
時
の
村
長
の
発
案
の
元
、
平
成
元
年

に
富
山
地
方
鉄
道
株
式
会
社
と
連
携
し
、「
舟
橋

駅
舎
等
駅
前
整
備
検
討
委
員
会
」
設
置
。
そ
し
て
、

パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
方
式
（
公
共
交
通
機
関
の
停
留

所
に
車
な
ど
を
止
め
、
電
車
な
ど
に
乗
り
換
え
て

目
的
地
に
行
く
方
法
）が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
徐
々

に
駐
車
場
を
整
備
し
、
現
在
は
２
５
０
台
が
駐
車

可
能
で
、
駐
車
場
利
用
の
８
割
以
上
が
村
外
の
住

民
で
、
冬
季
の
安
定
し
た
交
通
手
段
と
し
て
も
人

気
が
高
い
で
す
。
そ
し
て
、
駅
に
足
を
止
め
て
も

ら
う
た
め
図
書
館
を
併
設
。
日
本
一
小
さ
い
村
だ

が
、
本
の
貸
し
出
し
冊
数
（
住
民
一
人
当
た
り
の

貸
出
冊
数
は
年
間
26
・
２
冊
）
は
日
本
一
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
①
滞
在
型
図
書

館
②
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
図
書
館
③
広
域
利

用
サ
ー
ビ
ス
を
あ
げ
て
い
ま
す
。  　
（
沖
島
祥
介
）

　

約
３
ha
の
面
積
を
誇
る
公
園
で
、
展
望
の
開
け

た
芝
生
広
場
は
村
民
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。
１
㎞
に
わ
た
る
桜
並
木
も
見
事
で
す
。
オ
レ

ン
ジ
パ
ー
ク
は
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
だ
け
人
が
集
ま

る
こ
と
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
日
常
的
に
多
く

の
人
が
滞
在
す
る
公
園
を
目
指
し
て
い
る
の
だ
そ

う
で
す
。
そ
の
た
め
に
人
を
巻
き
込
む
よ
う
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

造
園
業
者
が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お
い
て
事
業
者

の
選
定
を
受
け
、
そ
の
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
、

「
こ
ど
も
公
園
部
長
」
の
募
集
な
ど
、
子
ど
も
が

主
役
の
公
園
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
作
っ
た
「
ひ
と

り
じ
ゃ
遊
べ
な
い
水
遊
び
場
」
や
「
ひ
み
つ
き
ち
」

な
ど
、
子
ど
も
自
ら
が
関
わ
っ
て
作
る
公
園
は
、

関
わ
る
楽
し
さ
と
愛
着
が
生
ま
れ
る
公
園
で
す
。

　
　
　
　
（
滝
澤
聖
）

「
京
坪
川
河
川
公
園

（
通
称　

オ
レ
ン
ジ
・
パ
ー
ク
ふ
な
は
し
）」

オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク

子
育
て
支
援
策

駅
中
図
書
館

ひとりじゃ遊べない水遊び場やひみつきち。

リラフォートふなはしとオレンジ
パーク。

広く明るい図書館の内観。

駅中図書館の外観。

In 富山
6 月 22 日
　～ 23 日

舟
橋
村
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総務文教・福祉産建常任委 員会合同視察研修レポート
議会常任委員会合同視察研修として、富山県に行ってきました。
子育て施策、図書館については舟橋村にて、公共交通については朝日町にて、
先進的な取組みを詳しくお話いただきました。今後の活動に活かしていきます。

　

本
村
と
同
じ
よ
う
に
自
家
用
車

依
存
が
顕
著
で
あ
る
朝
日
町
で

は
、
こ
れ
ま
で
も
「
車
が
な
く
て

も
安
心
」
と
な
る
よ
う
に
交
通

モ
ー
ド
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。

小
型
バ
ス
１
台
、
ハ
イ
エ
ー
ス
２

台
を
町
で
取
得
し
運
行
を
委
託
し

て
い
る
『
あ
さ
ひ
ま
ち
バ
ス
』
は

平
日
の
み
の
運
行
で
１
回
２
０
０

円
、
バ
ス
路
線
上
の
安
全
な
場
所

で
あ
れ
ば
自
由
に
乗
降
り
が
出
来

る
自
由
乗
降
制
を
採
用
し
、
鉄
道

の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ
せ
て
毎
年

見
直
し
を
行
う
町
民
の
主
な
足
と

し
て
運
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

中
心
に
、
新
幹
線
全
便
に
接
続
す

る
『
あ
さ
ひ
ま
ち
エ
ク
ス
プ
レ

ス
』、富
山
駅
ま
で
出
ら
れ
る
『
あ

い
の
風
と
や
ま
鉄
道
』、
そ
し
て

『
黒
東
タ
ク
シ
ー
』
が
連
携
し
て

い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
商
業
施
設

や
医
療
施
設
は
人
口
密
集
地
で
あ

る
街
中
心
部
に
集
中
し
て
い
て
、

　朝日町の公共交通体系は「誰の
ための公共交通なのか」という視
点が常にあり、「乗ってもらうた
めには利便性を高めること」を大
切にしていると伺いました。公共
交通は不便だけれど、それを変更
するのは容易ではないということ
を良く耳にしますが、本当にそう
でしょうか？「乗らない」のでは
なく「乗れない」という声を村内
でたくさん聞きます。高山村の公
共交通の利便性はどうしたら高ま
るでしょうか。みんなで考えてい
く必要性を強く感じました。
（福祉産建常任委員長　髙井央葉）

今回の視察研修を通じて

　東京ディズニーランド７個分という全国最小の舟橋村
は、人口が倍増し、転入者の多くが子育て世代というこ
ともあり、村の平均年齢も若く活気溢れる一方で、住民
の半数以上が転入者となったことから、新旧住民の融和
が不可欠な状況にあります。これを踏まえ、オレンジ・パー
クを拡張し、隣接する認定こども園、及び子育て賃貸住宅
を建設し、人と人とのゆるやかなつながりのなかで安心し
て子育てをすることのできるエリアを整備したり、駅舎
と一体となっている村立図書館は、村内外問わず多くの
方に愛されていたり、子育て支援センターの登録者数は、
現在では 750 名以上、その８割以上を村外利用者が占め
ているなど、舟橋村の「奇跡」から見えてくるヒントは、
自治体の行動力と柔軟性、若者の声を・地域の声を聞き、
垣根を越えてタックを組む輪が必要ではと感じました。

（総務文教常任委員長　黒岩清道）

町民参加を呼び掛けるパンフレット他
朝日町町長から直接お話を伺わせていただきました。

朝日町は翡翠でも有名です。
役場庁舎入口に大きな翡翠
が展示されていました。

公
共
交
通
施
策中

心
部
か
ら
離
れ
た
各
地
区
の
住

民
生
活
に
は
さ
ら
な
る
移
動
サ
ー

ビ
ス
の
充
足
が
必
要
で
あ
る
こ
と

に
向
き
合
い
、
そ
の
た
め
の
課

題
を
洗
い
出
し
、
そ
の
解
決
に
向

け
て
、
町
が
出
来
る
こ
と
、
民
間

業
者
に
や
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を

整
理
し
、「
町
民
に
い
か
に
本
気

に
な
っ
て
も
ら
え
る
か
」
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
今
現
在
あ
る
良
い

も
の
に
足
り
な
い
部
分
を
補
完
し

て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
に
着
目
し

て
、
他
に
は
な
い
新
し
い
公
共
交

通
の
形
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

（
髙
井
央
葉
）

朝
日
町
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地
方
で
、
先
進
的
に
活
動
を
し

て
い
る
２
つ
の
自
治
体
を
視
察

し
ま
し
た
が
、
首
長
自
ら
説
明

を
頂
い
た
こ
と
に
驚
き
を
感
じ

ま
し
た
。
さ
て
、
今
週
末
に
は

４
年
ぶ
り
の
高
山
ま
つ
り
の
開

催
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
位
置
づ
け
が
５
月
８
日
よ

り
緩
和
さ
れ
、
多
く
の
行
事
が

コ
ロ
ナ
禍
前
へ
と
戻
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
感
染
予
防
が

必
要
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
地

域
の
活
性
化
に
は
、
人
と
の
繋

が
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
秋
に

は
村
民
体
育
祭
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
、
活

気
あ
る
村
に
、
明
る
い
村
に
と

願
い
ま
す
。　
　

  （
黒
岩
清
道
）

　

今
年
は
梅
雨
前
か
ら
異
常
な

暑
さ
で
、
こ
れ
か
ら
の
夏
本
番

が
心
配
に
な
り
ま
す
。

　

あ
つ
い
と
い
え
ば
、
名
人
戦

に
よ
り
、
高
山
村
が
全
国
的
に

熱
い
視
線
を
浴
び
ま
し
た
。

　

議
会
で
も
４
年
ぶ
り
に
県
外

視
察
に
行
き
ま
し
た
が
、
視
察

先
で
は
名
人
戦
の
話
か
ら
始
ま

る
ほ
ど
で
し
た
。
今
回
は
北
陸
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こ
の
た
び
は
第
81
期
将
棋
名

人
戦
第
五
局
開
催
の
場
と
し
て
、

ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
村
長
様
は

じ
め
役
場
職
員
並
び
に
名
人
戦

実
行
委
員
会
の
皆
様
、
そ
し
て

村
内
外
の
事
業
者
様
、
応
援
頂

き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
五
局
は
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
藤
井
聡
太
新
名
人
誕
生
と

歴
史
を
塗
り
替
え
る
偉
業
に
立

ち
会
え
ま
し
た
こ
と
、
そ
の
対
局

が
、
こ
の
小
さ
な
村
で
繰
り
広
げ

ら
れ
た
こ
と
が
未
だ
夢
の
中
の

出
来
事
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

東
京
か
ら
高
山
村
に
嫁
い
で

30
年
が
経
ち
ま
す
。
信
州
高
山

村
を
な
ん
と
か
知
ら
し
め
た
い

と
思
い
、
様
々
な
取
組
み
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
対
局
が
歴
史
的
大
一

番
に
当
た
っ
た
事
が
話
題
と
な

り
、
美
し
い
村
、
信
州
高
山
村
を

メ
デ
ィ
ア
で
沢
山
取
り
上
げ
て

頂
き
、
皆
様
に
認
知
し
て
頂
け
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
こ
と
、

何
よ
り
嬉
し
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
れ
は
ひ
と
え
に
村
民
の
皆

様
の
御
協
力
、
応
援
無
く
し
て

は
達
成
出
来
る
こ
と
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

　

未
だ
止
ま
ぬ
全
国
か
ら
沢
山

の
皆
様
の
温
か
い
お
声
に
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
を
機
に
全
国
の

皆
様
に
【
美
し
い
村
、
信
州
高

山
村
】
へ
足
を
運
ん
で
頂
け
ま

す
よ
う
、
今
後
も
更
に
邁
進
し

て
参
り
ま
す
。

　

何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

★★

わ
た
し
の

わ
た
し
の

声声
緑
霧
山
宿　

藤
井
荘

女
将　

藤
沢　

晃
子

山
田
温
泉
区

☆☆  

第第
8181
期
将
棋
名
人
戦
を

期
将
棋
名
人
戦
を終

え
て

終
え
て  

☆☆


